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大学入学共通テスト実施要項等

〇 令和８年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト実施大綱

（令和６年６月５日付け 文部科学省高等教育局長通知）

・第６ 実施上の配慮事項等

○ 令和８年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト実施要項

（令和７年６月６日 大学入試センター理事長通知）

・１５ 障害等のある入学志願者に対する受験上の注意

１．受験上の配慮申請について
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大学入学共通テストにおける受験上の配慮

「令和８年度 大学入学共通テスト受験上の配慮案内」（表紙裏抜粋）

○ 病気・負傷や障害等のために、受験に際して配慮を希望する志願者に対し、

個々の症状や状態等に応じた受験上の配慮を行います。

○ 配慮事項については、志願者からの申請に基づき、大学入試センターで

審査の上で決定します。決定に当たっては、個々の症状や状態等を総合的に

審査して判断します。

１．受験上の配慮申請について
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年間スケジュール

○ 年間スケジュール

１．受験上の配慮申請について
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受験上の配慮者数の推移
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10年前（H29）と比較
（H29）
志願者数：約58万人
配慮者数： 2,954人

（R8）
志願者数：約50万人
配慮者数： 4,381人

１．受験上の配慮申請について
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「受験上の配慮案内」の主な内容

○ 発行時期：６月下旬

○ 主な内容

・配慮申請の日程

・申請手続き

・受験上の配慮事項

・審査結果通知

・申請書類の記入例

２．「受験上の配慮案内」について

主な配慮事項

その他の配慮事項
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申 請 書 類

２．「受験上の配慮案内」について

種 類 作成者 内 容

【Ａ】受験上の配慮申請書
本人
保護者
担当教員

・申請者の氏名、住所等の情報
・希望する配慮事項
・配慮申請が必要な理由 等

【Ｂ】診断書 医師
・診断名，申請する配慮事項が必要な理由
・関連する検査結果があれば添付

【Ｃ】状況報告書※ 学校等
・学校等での配慮の実施状況
・配慮を実施している理由 等

○ 提出が必ず必要なもの

○ その他
個別の指導計画・教育支援計画、その他添付を希望する資料があれば提出可能。

総合的に
審査

※「【C】状況報告書」は令和９年度大学入学共通テストから必須化予定
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配慮案内と受付業務

２．「受験上の配慮案内」について

○ 配慮案内の内容は、以下等を踏まえて、毎年度見直しのうえ変更・更新。

・審査分科会からの要望、試験場大学からの意見等を反映。

・「受験上の配慮案内」の内容や「申請書類」の記載方法など、

申請者により分かりやすくなるよう見直し。

・受付業務の効率化。
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申請書類の見直し

２．「受験上の配慮案内」について

〇（Ｒ６）自由記述の申請から、配慮事項とコード名を記載させる方式に変更

①「試験時間中の補食」

②「試験時間中の薬の服用」
③「リブレ」（固有名詞や商品名）を検索 ➡「血糖測定器の持参使用」
④「座席を最前列に指定」
⑤「右側」はどこを正面として右なのか不明瞭 ➡ 電話で確認

＜令和５年度までの記入欄と受付業務＞

受付業務は、自由記述から配慮事項を“発掘”する作業

その他の配慮事項記入欄

糖尿病で試験時間中にはブドウ糖
と水と薬を飲みたいです。
リブレを装着しています。
座席は一番前の右側を希望します。

①

②

③

④ ⑤

・申請者は、希望する配慮事項をどのように記載したらよいのかわかりづらい。

・センター職員は、受付業務に多大な時間がかかる。

・申請者の意図とセンター職員の理解に相違があった場合、申請者からの指摘に発展。

問題点
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申請書類の見直し

２．「受験上の配慮案内」について

＜令和６年度からの変更＞

②申請書には配慮事項名とコードを記入①頻出の配慮事項は配慮案内に一覧を記載

試験時間中の補食（補食物の机上常備） 8   0   2   8 
試験時間中の薬の服用（薬・水の机上常備） 8   0   6   0

③座席位置は図示欄を追加 ④配慮案内に無い配慮事項は，事前相談の上，
自由記述欄へ記入

問題冊子のＰＤＦ化 を希望します。
ＰＤＦ化する冊子：２２ｐｔ拡大問題冊子
ＰＤＦ化する科目：国語、英語、リスニング

・申請する配慮事項を明確化

・自由記述欄は、事前相談の際に
ｾﾝﾀｰ職員が記載内容を説明

改善点
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〇（Ｒ６）自由記述の申請から、配慮事項とコード名を記載させる方式に変更

申請者は記載しやすくなる

受付業務の効率化

申請者の意図とｾﾝﾀｰ職員の
理解のミスマッチをなくす
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「受験上の配慮案内」の見直し

２．「受験上の配慮案内」について

〇（Ｒ８）障害区分ごとの表から配慮事項ごとの説明に修正

・障害区分ごとの配慮例がわかりやすい反面、
配慮事項の具体的な内容がわかりにくい。

・障害区分ごとに配慮事項を重複して記載している。

・個別の配慮事項ごとで、わかりやすい記載に変更

問題点 改善点

志願者からの問合せが低減
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「受験上の配慮案内」の見直し

２．「受験上の配慮案内」について

〇（Ｒ９（予定））「【Ｃ】状況報告書」の提出を必須化

①特定の配慮事項を申請する場合
（別室・時間延長・代筆解答・リスニング免除）

②障害区分が「発達障害」の場合

のみ提出 提出必須に変更

問題点

・提出の有無や組み合わせの考え方が煩雑
問合せや書類誤り、書類不足の要因となる。

・特定の配慮事項を申請しない場合でも、
学校等の状況を電話で確認する場合が多い。

・提出書類が明確化

・学校等での配慮状況を総合的に把握

・必要な配慮事項の申請・確認漏れの防止

受付業務の効率化 申請者の電話対応の負担低減

改善点
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事前相談について

２．「受験上の配慮案内」について

○ 志願者専用電話への「受験上の配慮」に関する問合せは年間約4,000件

○ 事前相談の内容

・配慮案内に記載のない配慮事項の希望があった場合、申請書への記載内容や
必要事項を案内。

・実現可能性の難しい配慮事項、過重な負担になるものに対し、
建設的対話を通じて、代替措置の提案等で実施可能な配慮事項に調整。
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申請書類確認のポイント

３．配慮申請の受付業務

○ 同じ診断名であっても，個々の症状や申請内容に応じて，個別の対応が必要

① 【Ａ】受験上の配慮申請書、【Ｂ】診断書、【Ｃ】状況報告書の
整合性が取れているか。

② 申請内容について、試験場での実現可能性。

③ 共通テストを実施するうえで、必要な配慮が申請されているか。

④ 審査および試験場大学に必要な情報が記載されているか。
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受付業務後の対応

３．配慮申請の受付業務

○ 審査

・医師や特別教育の専門家で構成する「配慮事項審査分科会」で審査

・分科会の委員、審査の内容等は非公開

・個々の症状や状態等を総合的に判断

○ 事前打ち合わせ（12月頃）

・必要に応じて申請者、試験場大学、入試センターの３者で実施

⇒問題文の読み上げ（代読）、問題冊子のＰＤＦ化（タブレット）、特殊な機器の使用 等
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出願後の不慮の事故等による受験上の配慮申請

４．出願後の不慮の事故等による受験上の配慮申請

○ 対象は、出願後の不慮の事故等のために受験上の配慮を希望する場合。

○ 出願時の申請との違いは、試験場大学が指定されていること。

⇒・申請受付は試験場大学。

・試験場大学側で実施可能な範囲を超える配慮事項の申請があった場合は、
本人又は代理人との建設的対話を通じて、実施可能な代替措置の提案等
により配慮内容を調整。

○ 入試センターは、申請書類の内容と試験場大学の実施可否を踏まえて審査。
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